




















のわが国で作られた注釈書、 『晋書』 、 『隋書』 、 『資治通鑑』などの史書、 『野客叢書』などの隨筆、 『類書纂要』などの類書、方以智『通雅』などの辞書、李贄『初潭集』 、 『語林』などの関連書など、履軒の学識がうかがわれる諸書を援用した注釈が墨書で記されている。　
書き入れの中には、こうした注釈とはまた別に履軒一家の言とでもいうべき人物評価や内容批評が見られる。その中には
履軒が『世説新語補』各篇の名目と各章の記事の内容が合致しないと判断して、 「何之有」 、 「此何足載」などの表現を用いて、本文それ自体を批判しているものがある。小稿ではこの内 「何之有」の語法を用いた例を取り上げて、履軒の『世説新語補』評価を一瞥してみたい。　「何之有」の語法は、 「之が句間にあって、 「何・・之」と句を成した場合、 「コレ」と訓み、 「何」と照応して一句をなして、 「そんなことが」と勁抜・奇警の感を与える」 めに用いられる語法である
（２）
。 「なんノ・・カこレあラン」と訓み、意味






































































































































































































追慕したため、淮は妻を引き戻させることにした。すると文武の官人は我が身 危急に赴くかのようにどっとかけだした。そこで淮は宣帝（司馬懿）に手紙を送って、 「五人の は母を慕い、五 の子 命をおとせば、自らも生きていません」と哀憐を請い、妻を許してもらった。　
履軒は郭淮の行動に、 「何の方正か之れ有らん」 （
20オ・欄上）と記す。郭淮は求めに応じて一度は妻を差し出した。領民
臣下の行動をみて、前言 翻 た。履軒の批判は『八犬伝』 里見義実のような郭淮の口の咎に対して発せられているのだろうか。あるいはまた の上書によって赦免した司馬懿についても同じ事が言える であろうか。　
元禄版はこの郭淮の章に「劉云く 語甚だ感動 飾次皆是なり」の劉辰翁評語がある。安永版には、これに「王云く、世
















王丞相（王導）が江南にきた当初、呉 人々にわたりをつけたいと思って 陸玩 縁組みを求めた。陸玩は「小さい丘に
松柏は生えず、匂いのよい草とくさい草は同じ器に入ら い。私 義として乱倫の基になるようなことは出来ない」と断た。　
履軒はこれに対して、 「此れ自ら門族に誇る俗習、憎むべき者な 。何の方正か之れ有らん。且つ乱倫の語、錯謬して当









まは寝台と布団の間で砕け散った。劉惔は「使君のあなた このようなところで 戦に勝と とをするのですか」と言うと、桓温は後悔した顔をしていた。　
劉孝標注には、 「温は曾つて徐州の刺史たり。沛国は徐州に属す。故に温を使君と呼ぶ」とある。 「使君」は刺史のこと。
　
履軒はこの章 対して、 「此れは是れ忿狷なり。何の方正か之れ有らん」 （８ウ・欄上）と評す。 「忿狷」は短気、の意で
ある。世説の篇名でもある。方正篇ではなくそちらに入れるべし、という意味である。元禄版には「王云く」 して、王世懋の「当に使君を以て句と為せば、義自ずと明らかなり」の評語がある。使君一語を句として読んで、使君であれば、刺史のくせに、と読めということで ろうか。安永版には 劉云く」として 「怒るがご く 笑ふが如し。馨 如きは即ち此の如し」の劉辰翁の眉批が加わる。 「馨」の語釈 ある。　
履軒はこれらに加えて、 「考云く」として、桃井源蔵『世説新語補考』の「馨の如き地 猶ほ此の如き処を言ふが如し。




























































履軒はこの庾亮のとっさ 発言を「亦た何 雅量か之れ有らん」 （１ウ・ノド）と評す。ここは射手の未熟と取るのと、
練達を誉めたと取るのと、二様の解がある。履軒はこの記事のすぐ傍に、 「一説に、亮 意射手の是の如きの剽勁を謂ふ。豈に賊をして近きに得さしめんや。著は相加ふの意」と亮 ことばは射手のすばやさ強さを言っていると述べている。　
元禄版には劉辰翁の評語が二つある。その一つに「この箭がもし賊に当たれば、当然弓射る度に倒れるであろう。いつ





郗嘉賓、 超と謝安のエピソードである。謝安は猛暑 日に、着古した絹の衣服をつけて、熱い白粥を食べて平 として
いた。　
履軒は謝安のふるまいに対して、 「何の雅量か之れ有らん」 （２ウ・欄上）と評し、欄眉にそ 理由を「人暑に怯えざる者










































































































































履軒はこの章に対して、欄眉で「此れ何ぞ載するに足らん」と述べた後 行間に 任只だ是れ虚耗心疾 み。怪しむに足
らん。亦た何の情痴か之れ有らん」 （
8ウ・行間）と書き付けている。心身耗弱の病に過ぎない。情におぼれるとまで言う














が全て履軒によるものとも断定できないが、今このことについては考えない。 『李卓吾批点世説新語補』の明版および和刻本の諸本については、稲田篤信「和刻本『世説新語補』書入三種」 （ 「日本漢文学研究」八、平成二十五年）参照。巻首題下の著者名には「宋劉義慶撰／梁劉孝標注／宋劉辰翁批／明何良俊増／王世貞刪定／王世懋批釈／李贄批点／張文柱校注」とある。
　　　
古世説から『世説新語補』に新たに追補された章の書 下し文は、履軒が用いた元禄版を元にして作っているが、戸崎允明による安永
校正改刻版、また近代の岡田正之による有朋堂文庫本（秦鼎の『 説箋本』に基づく）を参考にして文意の通るように改めている。各章の要約は川勝義雄・福永光司・村上嘉実・吉川忠夫訳筑摩版世界文学大系『中国古小説集』ほかの諸家の訳注に恩恵を受けた。各章の番号も同書による。
（２）
　
北村沢吉『漢文法助字要訣』中文館書店、昭和十一年。
中井履軒『世説新語補』雕題本考
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（３）
　
佐藤進・濱口富士雄『全訳漢辞海』三省堂書店、二○一一年第三版。
（４）
　
南昌宏「中井履軒撰『古文真宝雕題』について」 （ 「懐徳」六一
　
平成五年一月） 。
（５）
　
加地伸行『中井竹山・中井履軒』明徳出版社、平成四年第六版。 『史記研究書目解題』は、明徳出版社、昭和五十三年刊。
〔附記〕
　
懐徳堂文庫蔵『世説新語補』の閲覧に際して、大阪大学附属図書館のご高配を得ました。記して感謝いたします。
　
なお小稿は、平成二十五年度科学研究費補助金・基盤研究（Ｃ） 「 『世説新語補』を事例とした近世日本の明清漢籍受容史の研究」の成果の一部である。
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